
超伝導体の対称性とトポロジー

極低温で電気抵抗が消失する超伝導現象は、Bardeen, Cooper, 

Schriefferによって、量子論の位相が巨視的スケールで現れる現象

であることが明らかにされました。即ち、超伝導は、波動関数の位

相の対称性に由来する量子凝縮相です。その後、超流動Heや銅酸化

物超伝導体等において、位相の対称性だけでなく、空間の対称性を

も破る異方的超伝導が確立されました。近年では、超伝導体の波動

関数の幾何学に由来するトポロジカル超伝導が議論されています。

対称性やトポロジーといった、現代物理学の根幹をなす普遍的な

概念が、多様な量子物質に見出される様は驚愕に値します。

本講演では、対称性とトポロジーをキーワードにして、超伝導体

に見出される普遍性と多様性についてご紹介したいと思います。

理学部 物理学プログラム 野垣康介

第１５２回 理学部コロキウム

日時：12月24日（水）16:30〜17:40（紹介・質疑応答含む）

場所：オンラインZoom（教職員・学生の皆さんにはミーティ

ングIDとパスコードを別途お知らせします）

問い合わせ先：長束俊治 (natsuka@bio.sc.niigata-u.ac.jp)

理学部就職・進路指導委員会 共催
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